　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式G）
平成○○年度　肥満傾向児個別指導実施結果

１　対象児童生徒の状況
（1） ○○人（全体に占める割合○％）
（2） 内訳
	学年
	男子
	女子
	延べ人数合計
	実人数合計
	学年に占める割合

	
	１学期
	２学期
	３学期
	１学期
	２学期
	３学期
	
	
	

	１年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	



２　○○教室実施状況
	開催日時
	開催場所
	内容
	参加児童数（参加率％）

	
	
	
	〇人（　％）

	
	
	
	〇人（　％）

	
	
	
	〇人（　％）

	合計
	○回開催
	
	○人



３　個別相談実施状況
	開催日時
	開催場所
	参加者数（参加率％）

	
	
	児童
	保護者

	
	
	○人（○％）
	○人（○％）

	
	
	○人（○％）
	○人（○％）

	
	
	○人（○％）
	○人（○％）

	合計
	○回開催
	○人
	○人



[bookmark: _GoBack]４　実施結果
肥満度の変化の集計
	肥満度の変化
	人数
	割合

	低下
	○人
	

	変化無
	
	

	増加
	
	


　　





５　総評

６　児童の肥満度の推移

	学年組
	氏名
	肥満度
	肥満度の推移

	
	
	4月
	9月
	1月
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



【記入例】
[image: ]
	· 個別の肥満度曲線は、児童生徒等の健康診断マニュアル（平成２７年度改訂）付録CD-ROM
「子供の健康管理プログラム」でも作成できます。

	



image1.emf
４月 ９月 １月

Ａ 78.3 75.4 75.0

Ｂ 26.0 28.6 27.3

Ｃ 57.4 58.9 60.1

Ｄ 36.5 36.0 36.4

Ｅ 44.7 45.0 48.9

Ｆ 64.4 64.4 64.4

Ｇ 51.9 49.9 48.0

Ｈ 20.1 24.8 19.8

4名

1名

3名

肥満度低下

肥満度変化なし

肥満度増加

学年組 氏名

肥満度

肥満度の推移

Excel2010

以降であれ

ば「スパークライン」を

作成できます。

スパークラインとは？

セル内に収まる小さな

グラフのこと。データ

のパターンが一目で

わかります。

＜スパークラインの作成の仕方＞

１ リボンの「挿入」

→

「スパークライン」

→

「折れ線」を選択

する。

２ 作成したいデータ範囲を選択する。

（例：表の青色の部分）

３ スパークラインを表示したい場所の範囲を指定する。

（例：表の赤色の囲みの部分）


